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技術者の道具箱： LATEXを使い続けて20年

轟　眞市 物質・材料研究機構光材料センター∗

Shin-ichi TODOROKI

「一番大事なこと……それは何ですか？」

「それはやな、『仕事』いうのは、つきつめていけば

『作業』ってことなんや」

水野敬也氏は関西弁のゾウの神様の口を借りて、

さらにこう言わせている [1]。

「繰り返すで。仕事は作業や。せやから、自分が仕事

で幸せになりたかったら、自分が一番好きな『作業』

を選ばんとあかん。どんだけでも続けられる一番好

きな『作業』を仕事にするんや。それが仕事の正し

い選び方や。」

そういう仕事を選んだ我々技術者は、さらに道具

を選ぶ。単調な作業が最小限になり、その成果が最

大限になる様な道具、しかも使っていて楽しい道具

を選ぶ。

筆者が書き物をするのに LATEXというソフトウエ
アを使い続けているのも同じ理由である。学生時代

から約 20年にわたる付き合いを振り返ってみる。

LATEXとは何か

それは組版処理システムである。この雑誌の紙面

も LATEXを使って組版されている。LATEXは TEXと
いう組版ソフトウエアの上に構築されている。TEX
を開発したのは、当時スタンフォード大学の計算機

科学の教授であった D. Knuth氏であり、そのきっか
けは自身の論文の組版の汚さに我慢できなかったた

めと聞く (1970年代半ば頃のことらしい)。このソフ
トウエアの表記 (TEX)自体が、当時の組版品質に対
する挑発になっていたのだと筆者は推察する。
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LATEXは同じく計算機科学者である L. Lamport氏
によって、TEXをより使い易くするために開発され
た。1980年代には数式を多用する文書を生産する学
界に普及していった。

LATEXとの出会い

それは 1988年 12月。きっかけは、大学の大型計
算機センター広報に掲載された記事だった [2]。数式
を綺麗に清書できるソフトウエアが利用できる様に

なった、と紹介していた。その年の春、卒業論文を

一太郎 ver.3と花子 ver.1を使って、ドットマトリッ
クスプリンタで仕上げた学生の目には、もの凄く先

進的に見えた。

数ヵ月前から、助教授の計算機実験を手伝うため

に、大型計算機センターを利用する権限をもらって

いた。計算機実験はバッチ処理で行うのが主流の時

代だったが、ちょうどその年に、対話型の処理が行

える UNIX†のサービスが始まっていた。本来の実験

とはまったく関係の無いサービスだったが、興味本

位で利用していた。

記事に載っていた例を真似て印刷した出力を見て、

しびれてしまった。これは習得する価値がある。し

かし、印刷出力をいちいち計算機センターまで取り

にいくのがもどかしい。MS-DOSのパソコン (CPU
は 10 MHz!)で動くバージョンを捜し出し、数少な
い参考文書をかき集め、使い方を研究していった。

なぜ気に入っているのか

最初のうちは、美しい出力が得られることが単純

に嬉しかった。使っていくうちに、本当の価値は「論

†オペレーティングシステムのひとつ。1970年代初頭に開発さ
れた。C言語で記述されているので移植性が高く、さまざまな計
算機上で使うことができる。
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理とレイアウトを分離するマークアップ言語」にあ

ることが分かってきた。

例えば論文を執筆する際、参照文献の記述法はジ

ャーナルによって異なっている。いわゆるワープロ

ソフトでは、巻数や出版年といったデータそのもの

と、「巻数は太字に、出版年は括弧付きで」という様

なレイアウトは分離して記述できない。それらを分

離できるということは、個々のデータを一切触らず

に、レイアウトだけを一括で変更することが可能と

いうことである。

今となっては、文献管理ソフトウエアの助けを借

りれば簡単にできることであるが、その当時のワー

プロソフトでは考えられないことだった。それ以降、

全ての論文は LATEXで仕上げた。博士論文 [3]の印刷
用版下を出力するのに、大型計算機センターに設置

されたばかりの 1台しかない高精細レーザープリン
タを、長時間占有して顰蹙を買ったことをよく覚え

ている。

LATEXのご利益

それは、論文執筆に留まらない。LATEXは本質的に
はプログラミング言語なのであるから、単純な作業

を自動的に繰り返し実行させることができる。例え

ば、引用すべき論文の書誌データを文献データベー

スから拾ってきて登場順に番号を振り、所定のレイ

アウトで出力する、などの作業である。筆者はこれ

を応用して、自らの研究業績リストを電子化して個

人ホームページと連動させている [4]。
プレゼンテーション資料やポスターも LATEXで作
成している。筆者が提唱している、プレゼンテーショ

ンを分かり易くするための「論理構造の視覚化」[5]
を実行するには、ポイントとなる文章や語句を複数

箇所に配置しなければならない。手作業では億劫に

なりがちなこの種の作業は、プログラミング機能が

あれば簡単に済ませられる。

日頃のスケジュール管理はパソコンで行っている

が、手帳と連動させるのにも LATEXの力を借りてい
る。野口悠紀雄氏の提唱する「超」整理手帳 [6]の
形式になるように、パソコン上の予定表からデータ

を抜き出して A4横の用紙にレイアウトし、印刷す
るのである (図 1)。この操作も自動的にやってのけ
る様に設定してある。

図 1: 筆者が常に携帯している「超」整理手帳。

匠は道具も手作りのものを使う、と聞く。技術者

のハシクレとして、あやかりたいものである。とか

く世間では、すぐに役立つノウハウがもてはやされ

るものだが、時間を掛けて身に付けた技術には、そ

れらを凌いで余りある含蓄がある。若い世代の方々

は、出現したばかりのわくわくするような技術に飛

びついて欲しい。それが自分にとって好きな『作業』

と確信できれば、20年くらい使い続けるのも、わけ
ないことだろう。
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技術者の道具箱 (2)： Linuxとの巡り合わせは
はがくれ

葉隠の如し

轟　眞市 物質・材料研究機構光材料センター∗

Shin-ichi TODOROKI

大雨の戒めということがある。道の途中でにわか

雨にあうと、濡れては困るとばかりに、急いで軒下

などに走ったりするが、濡れることには変わりない。

はじめから濡れてもかまわないと思っていれば、な

んの苦になることがあろうか。これはすべてのこと

に共通する心得である。

『葉隠』山本常朝、聞書第一 七九

(現代語訳本田有明 [1])

さらば、Microsoft Windows

1999年 6月。今がその機だと確信した。学生時代
から愛用している組版処理システム、LATEXを、それ
より後に使い始めたWindows上で利用していたのだ
が、どうしても操作上の違和感を拭い去れないでい

た。しかし、それを上回る問題に直面し、覚悟を決

めた。

数年前から、ある学会の情報ネットワークを管理

する小委員会に参加していた。古株の先輩達は、会

員向けパソコン通信サービスを廃止し、代わりにイ

ンターネットのホームページによって情報発信する

体制を組みあげて、引退していった。

折りから、ネットワークに接続されたコンピュー

タのセキュリティ管理に注目が集まる様になり、管

理の甘さが深刻な問題を引き起こすことが認識され

始めていた。引き継いだサーバーは、導入当初こそ

画期的な存在だったものの、ネットワークが物騒に

なってしまったその時点では、とても満足に管理さ

れているとは思えないことが判明した。

現状の機能を維持して管理を外注するとなると、

少なくとも年間 300万円は掛かるという。この学会
にそんな余裕は無い。となれば、自分が管理技術を
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身に付けるしかない。しかし、Windowsとは勝手が
異なるOS(オペレーティングシステム)が動いている
サーバーを手なずけられるだろうか？不安を抱えた

まま責任をかぶるのは精神衛生上よろしくない。そ

れならいっそ、進んで雨に濡れてしまおう。日常の

書き物や実験で使うパソコンも同じ OSにしてしま
えば、覚えるべき技術は一種類で済み、活用できる

局面は倍になる。

OSはDebian GNU/Linuxに決めていた。原則とし
てフリーソフトウエアだけでまとめられた OSであ
り、その管理体制もボランティアベースではあるが

相当しっかりしている。加えて、日本語の解説本 [2]
が出版され始めた頃だった。早速、職場と自宅のパ

ソコンにインストールし、環境を整えていった。

Linuxとは何か?

それは UNIX†と互換性を有する OSであり、1991
年にその最初のバージョンが公開された。開発したの

は、当時フィンランドの大学生だった Linus Torvalds
氏である。

彼はなぜ、既存の OSのクローンをわざわざ作っ
たのか？それは、UNIXのシンプルな美しさに魅せ
られた一方で、彼が大枚をはたいて購入した PCに、
唯一インストールできたある UNIX互換 OSに満足
できなかったからだそうだ [3]。
フリーソフトウエアとして公開した Linuxは一部

の熱狂的な支持を受け、世界中に散らばる有志によ

る草の根的共同開発の形で急速に進歩していった。

今では、パソコンを買うのに、Linuxがプリインス
トールされたモデルを選ぶことができるまでに至っ

ている。

†前回のエッセイ (2008 年 7 月号)で、筆者は UNIX を大学院
在籍中に使っていたことを述べた。
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学会Webサーバーの交換と改良

学会では新しい PC を購入してもらい、Debian
GNU/LinuxをインストールしてWeb サーバーを立
ち上げた。古いサーバーの中身を移し替える作業等

を通じて、サーバ管理技術を身に付けていった。念

願の「ブラックボックスからの脱却」を果たし、時お

りアナウンスされるセキュリティ向上のためのアッ

プデートにも、すぐに追随できる体制を整えた。

次に取り組んだのが、会員限定で公開できるホー

ムページの仕組みづくりだった。特定のページを開

こうとするとパスワードの入力が求められる様にし

て、非会員との差別化を通じてサービスの充実を図

るのである。会員 IDとパスワードは既に会員に交
付してあり、学会の年会参加登録を業者がインター

ネット上でとりまとめるのに利用されていた。こち

ら側で追加すべき機能は、ID情報を業者から自動的
に受け取ってパスワード認証に利用することだった。

Linux上で使える秀逸なフリーソフトウエア達のお
蔭で、難なく実装することができた。

サーバ管理技術習得のご利益

認証機能付きWebサーバーを立ち上げるスキルを
身に付けたので、これを自分の仕事に活用すべく、実

験ノートの電子化に取り組んだ。研究所の LAN内
にブログ‡サーバーを設置し、自分しかアクセス出来

ないようにパスワード認証機能を追加した。自宅の

PCとも同期する仕組みを整え、いつでもどこでも実
験ノートを記入・参照できるようになった。

それまでは、実験ノートをどこかに置き忘れたり、

昔の記述を捜し出すのに時間が掛かったりと、不便

を感じていた。電子化実験ノートでは全文検索機能

も使えるので、忘れて困ることは何でも書き留めて

おく習慣が付いた。

このノウハウをまとめて、材料関係の国際ワーク

ショップで発表した。ちょうど世界的にブログが注目

される時期と重なり、オンライン公開された英文予

稿にも自然と関心が集まった (和訳版は [4])。結果と
して、その雑誌のダウンロードランキング (2006年
第 1四半期)の 11位に食い込むに至り、それが発端

‡2000年当時、ブログはまだ日本に上陸しておらず、日本で独
自に発展していた公開日記システムをインストールした。

図 1: 筆者が管理している現在の学会Webサーバー。

となって、フリー百科事典『ウィキペディア』の実

験ノートの項目で紹介される事態にまで発展した。

先日、職場の若手研究者からぼやきを聞かされ

た。「雑用が僕んとこにばっかり降ってくるんです

よねー。」

説教じみてしまうので口にはしなかったが、筆者

の意見はひとつ。腰を据えて雨に濡れてみるのもま

た一興。
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技術者の道具箱 (3)： UNIXの遣い手達の横のつながり
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Shin-ichi TODOROKI

その青年は武者修行の旅の途中、妙に惹かれると

ころのある刀と脇差を手に入れた。異なる刀匠の手

による、異なった風格を持つ品であった。青年はそ

れぞれに惚れ込み、修練の末、めいめいの長所を活

かす身体の運用法を習得した。

ある事情から、青年は奇妙な試合をすることになっ

た。二刀流で臨むべし、という条件に沿うべく、彼は

例の刀と脇差を手に稽古を始めたが、ほどなく、両

者の性格の差が自身の動きの調和を妨げることに気

がついた。しかし試合に勝つためには、これを乗り

越えるしか道は無かった。

ある日青年は、重要な事実を見落としていたこと

に気がつく。例の二人の刀匠は時を違えて同じ師に

学んでおり、その師は、彼の学ぶ剣の流儀の創始者

と親交が深かったという。

青年は剣の基本に立ち帰って稽古をやり直し、程無

く、二振りの刀を同時に活かす道を悟ったのであった。

出来合いのソフトでは越えられぬ壁

2001年 5月、筆者は「マイクロガラス細工」とで
も云うべき実験に取り組んでいた。一対の光ファイ

バの先端どうしを向かい合わせて一滴のガラス融液

に差し込み、その後同時に取り出すことで、光ファ

イバをガラスで繋ぎ合わせることを狙っていた (図 1
参照)。手持ちのステッピングモータ駆動ステージを
組み合わせた光ファイバ調芯機の真ん中に、小さな

ヒーターを据え、その上に一滴のガラス融液を保持

した。

光ファイバと融液の位置関係は、それらを固定し

たステージを操作して調整する。ステージは GP-IB
インターフェースを介してパソコンから操作する。
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CCD
 カメラ

(1) (2)

(3)

金板＋加熱器

ファイバ調芯器

図 1:「マイクロガラス細工」に用いた装置。光ファ
イバの直径は 125 µm、ヒーターの横幅は 6 mm。

パソコンには GP-IBインターフェースボードを増設
しておき (図 2参照)、ボード付属の簡易言語で簡単
なプログラムを書いて自動運転する様に組んでいた。

しかし、ガラス細工に必要な動きは事前に決定し

ておける代物ではない。刻一刻と変わる融液の形状

や粘度に則して、瞬時に最適な動作を選びとってい

く必要がある。付属の簡易言語でこれを実現するの

は絶望的な話だった。

惚れて求めたGP-IBボード

そもそもその GP-IBボートを選んだのは、販売元
の社長、平林浩一氏の姿勢に惚れこんだからである。

筆者が 2年前の 1999年に Linux PCへの全面移行を
決断した後†、Linuxで使えるGP-IBボートを探して
いて、モガミ電線のホームページにたどり着いた。

高性能オーディオケーブルで世界的に有名なその会
†前回のエッセイ (2008 年 8 月号) 参照。Linux は UNIX の流

れを受け継いだクローンである。
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図 2: 装置制御に用いた省スペースパソコンと GP-
IBインターフェースボード。CPUのクロックは 300
MHz、メモリは 128 MB。今も現役で働いている。

社では、早くからビジネスにUNIXを活用しており、
平林氏自ら「ユーザがお金を生み出すためのOS」と
評している。なんだか波長が合いそうだ。Windows
専用の他社製品と比べて値は張ったが、早速入手し

た。それ以来、簡単な装置制御には重宝して使って

いたのだが、ここにきて壁に突き当たった訳だ。

平林氏はプログラマでもあるから、その製品には

ぬかりは無かった。C言語から利用できるライブラ
リも付属していたのである。しかし筆者としては、1
年前から使いはじめた Rubyという言語でプログラ
ムを書きたかった。その方が筆者の生産性が断然上

がるからである。

Rubyとは何か?

それは、まつもとゆきひろ氏が 1993年から開発
しているプログラミング言語である。「プログラミン

グ言語おたく」を自称するまつもと氏が手がけるそ

の言語は、「ストレスなくプログラミングを楽しむこ

と」に重きをおいて設計されている。フリーソフト

ウエアとして公開された Rubyは、その設計思想に
共感する人が増え続け、今世紀に入ってからは世界

中で使われるようになった。

筆者もRubyに魅せられた者のひとりであり、2000
年の初夏には使いはじめた。一歳年下のまつもと氏

の肉声を聞くために、その年の秋に京都で開催され

た Ruby初のカンファレンスに足を運んだ。彼もま
た Linux遣いであった。彼の語る哲学に共感し、彼
と同じ時代、同じ国に生きることになった巡り合わ

せに感謝した。

二人の仕事の合体作業

マイクロガラス細工を実現させるためには、平林

氏のライブラリを Rubyから使える様にするしかな
い。まつもと氏による解説書 [1]を読み返すと、それ
を実現する機能は盛り込み済だという。未知なる作

業に数日掛ける覚悟を決めて取り組んでみると、簡

単な C言語のプログラムを書くだけで、あっさり数
時間で終わってしまった。

ストレス無き開発環境を手に入れ、実験は加速し

た。融液の状態をカメラで監視しながら、光ファイ

バを自在に操作できるシステムを完成させ、目的と

していた融着構造を得るに至った。この構造を元に

「光ヒューズ」を発明する偶然にも遭遇した [2, 3]。
光ファイバを繋ぐビデオ映像を YouTubeに投稿し

たところ、全部で 9つ投稿した実験映像の中で一番
の人気であった。(http://www.youtube.com/tokyo1406
参照)白い原料粉が融けて透明の融液となり、光ファ
イバに挟まれたガラスへと変化する様子が、単純に

面白く感じてもらえたのであろう。

便利な道具に出会っても、それを使いこなすには

修練が必要である。その内容がひとつの道に沿った

ものであれば、安心して打ち込むことができる。筆

者の場合、それは UNIX哲学 [4]であった。平林氏
の言葉、「UNIXはまさに奇跡を生みだします」の意
味を身をもって経験した出来事であった。
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